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1. 日TransferFactor"の化学的性状
岡 田 長 保 (病態生理学)
BCG 加熱死菌で 感作後, cha11enge したウ Jrl柴 ともリゾチーム活性局在分劃に略一致 して
サギの肺 胞蕗出細胞破壊柚出液,及び血楽を分 木閃丁一が認められ,従 って分子量は リゾチーム
劃 し,ツベルクリン感受性受身伝達因子 (Tram- (M.W.14,000)前後と推定された｡電気泳動上,
sferFactor)の活性局在分割を検討 したo Se- 細胞,血祭とも α-globulin命1域に活性が存在













































と 結 核 病 巣
小 原 幸 信 (内科学第2)










を惹起する｡ 更に皮膚反応を出現 させ る物質
は, WaxDを強化すると,その多糖体分画中
に含まれていることが判明した｡
4.肺 血 管 の 調 節 横 構




即ち, モルモット及び猫を用いて他 肺 葉 に
100% 02の換気を行ないつつ-側肺又は-肺葉
に100% N2又は90% N2+10% C02の分離換気
